
☎ FAX

1.　運営方針

2.　施設の特徴

3.　利用者の状況 （2018/4/1現在）
① 性・年齢別 （人）

② 主たる対象者 ③ 平均年齢 ⑥重複障害の状況

④ 障害支援区分別 （人）

⑤ 各障害手帳等級別 （人）

⑦ 退所先と退所時の状況（直近4年間） （人）

⑧ 利用者の入所前の状況（直近4年間） （人）

⑨ 利用者の地域別人数（大阪市　各区別） （人）

人数 2  7  8  
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H28 1  1  

H27

その他 計

H26  

一般校 支援学校 在宅 他施設 企業

 H29     

 H28     

 H27     

 H26     

その他 計
企業就労 通所事業所 その他 企業就労 通所事業所 その他

入所施設
ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ・ｻｰﾋﾞｽ付高齢者住宅 家族同居（一人暮らし）

入院 死亡

1  1     3  

1  

計  1    

精神障害 1  
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その他の障害

 

1  肢体不自由 1  

B1 B2 計

身
体
障
害

視覚障害
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内部障害

主たる障害 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 A

聴覚・言語障害

３障害重複 人

計

障害支援区分  3  7  3  1  3  17  

非該当 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 区分認定無

○ ○ ○ 女 46.3歳

身体障害 知的障害 精神障害 発達障害 難病患者等 男

2  17  計    2   

48.4歳 ２障害重複 2人

1  3  2  2  1  

4  5  2  2  

1  3   1  6  女 1  

2  11  

50～54歳 55～59歳

TEL/FAX 06-6368-9503 06-6967-9513 設 置 年 月 日 平成19年4月1日

障がい者の基本的人権を守り発展させる社会制度の拡充に役立つ福祉事業を推進し、障がい者福祉の向上に努めていきます。ま
た、福祉事業を推進する為に多くの方々との相互協力の関係を大切にします。更に、障がい者の将来にわたり、生き甲斐と社会
的自立心を持てる様に支援し、社会参加、労働能力、社会性の向上と健康の増進に努めていくとともに、施設が地域社会の一員
として施設の情報を開示し、地域の方々の協力・支援をいただき障がい者福祉の向上に努めていきます。

明るく、笑顔の多い事業所です。また、日々の屋内軽作業は毎日、自身で選択を行い励める場です。生産活動あり。

年齢 17～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 60歳～ 計

男

郵 便 番 号 536-0013 ホームページアドレス http://www.e-mituki.com/

所　在　地 大阪府大阪市城東区鴫野東1-6-25 Eメールアドレス nakama@kub.biglobe.ne.jp

2018/4/1現在

施設・事業所名 みつき 施設・事業の内容 就労継続支援B型

法　人　名 (社福) なかま福祉会 利　用　定　員 22

http://www.e-mituki.com/
mailto:nakama@kub.biglobe.ne.jp


⑩ 利用者の地域別人数（大阪市及び隣接市　その他市町村） （人）

人数 17    17  

４.　日課

時間 8 　 9 10 11 12 13 14 15 16 17

　

５.　週間スケジュール

６.　年間行事

７.　活動内容

８.　支援等の体制

／月

９.　地域との連携・交流の状況

10.　施設の設備状況

㎡ 階層 2 階建

㎡

3 室 1 室

11.アクセス

線 駅 徒歩 ⑧ 分

線 駅 徒歩 ⑧ 分

線 駅 徒歩 分

今里 鴫野

地下鉄○○駅1番出口を出て西に３００M。○○交差点
を北に５０M歩いたところにある○△ビルの４階です。

併設施設 なし

ＪＲ 鴫野

車椅子用トイレ あり 公衆電話 なし

運動場 なし 入浴設備 シャワーのみ

作業室 休養室

エレベーター なし 階段手摺 あり

最寄り駅からの略図

建物構造 準耐火

敷地面積 100

建物延べ面積 154.84

補足
（医療・送迎・入

浴について）

地域との連携 作業受注による連携の他、訓練避難や消防訓練、駅前での募金活動による連携をしている。

ボランティアの状況 地域自立支援協議会

医療体制 非常勤医師を配置 医療的対応 近隣の協力医療機関で対応 入浴サービス 提供していない

就労支援の内容
全ての利用者が協力し合い、現状の作業能力を向上できるように、個人の長所を伸ばし、ひとつでも多くの自信へとつ
なげていくように支援・援助を行っています。

給食の提供 昼のみ提供 作業工賃 月１回の支払い 送迎 送迎を実施している 前年度平均工賃 ¥25,111

その他活動 カラオケ・実習田・うなぎ祭り・避難訓練・健康診断・秋の遠足・消防訓練・お疲れさん会
家族
会

組織有り（任意で入会）

生活支援の内容
基本的な生活習慣の確立と集団による調和への促しを中心として、社会生活におけるルールを身につけ、自立した生活
感を持ち生活社会における相互協力のの関係が築けるよう、他の支援機関と連携をし支援・援助をしていきます。

レクリェーショ
ン活動の内容

社会参加や就労・生活に関連する様々な行事(下
記)を企画します。

クラブ活
動の有無

なし
クラブ活
動頻度と
内容

作業方法 軽作業が中心 作業内容
ネジの袋入れ・配線用留め金・絶縁ナット・蝶番・メモ帳・
箱の組み立て・シイタケ栽培・お茶箱組立て

作品・製
品の販売

企業からの加工賃と
シイタケ独自販売の
併用
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作業活動 作業活動 作業活動 作業活動 作業活動

職員会議・ケース
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☎ FAX

1.　運営方針

2.　施設の特徴

3.　利用者の状況 （2018/4/1現在）
① 性・年齢別 （人）

② 主たる対象者 ③ 平均年齢 ⑥重複障害の状況

④ 障害支援区分別 （人）

⑤ 各障害手帳等級別 （人）

⑦ 退所先と退所時の状況（直近4年間） （人）

⑧ 利用者の入所前の状況（直近4年間） （人）

⑨ 利用者の地域別人数（大阪市　各区別） （人）

人数 4  5  2  7  
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2  
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入所施設
ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ・ｻｰﾋﾞｽ付高齢者住宅 家族同居（一人暮らし）

入院 死亡 その他 計
企業就労 通所事業所 その他 企業就労 通所事業所 その他

計   1       

 
精神障害  
知的障害

 
その他の障害  
内部障害

1  
肢体不自由  

B2 計

身
体
障
害

視覚障害  
聴覚・言語障害 1  

主たる障害 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 A B1

計
障害支援区分  8  9  1  18  

非該当 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 区分認定無

○ ○ 女 48.7歳 ３障害重複 人

2  2  18  

身体障害 知的障害 精神障害 発達障害 難病患者等 男 43.5歳 ２障害重複 1人

計  1   3  1  4  4  1  

1  1  12  
女 1  2  1  1  1  6  
男 1  2  1  2  3  1  

障がい者の基本的人権を守り発展させる社会制度の拡充に役立つ福祉事業を推進し、障がい者福祉の向上に努めていきます。ま
た、福祉事業を推進する為に多くの方々との相互協力の関係を大切にします。更に、障がい者の将来にわたり、生き甲斐と社会
的自立心を持てる様に支援し、社会参加、労働能力、社会性の向上と健康の増進に努めていくとともに、施設が地域社会の一員

明るく、笑顔の多い事業所です。また、日々の屋内軽作業は毎日、自身で選択を行い励める場です。生産活動あり。

年齢 17～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60歳～ 計

郵 便 番 号 536-0013 ホームページアドレス http://www.e-mituki.com/
所　在　地 大阪府大阪市城東区鴫野東1-6-25 Eメールアドレス nakama@kub.biglobe.ne.jp
TEL/FAX 06-6968-9503 06-6967-9513 設 置 年 月 日 平成21年4月1日

2018/4/1現在

施設・事業所名 みつき 施設・事業の内容 生活介護
法　人　名 (社福) なかま福祉会 利　用　定　員 18

http://www.e-mituki.com/
mailto:nakama@kub.biglobe.ne.jp


⑩ 利用者の地域別人数（大阪市及び隣接市　その他市町村） （人）

人数 18    18  

４.　日課
時間 8 　 9 10 11 12 13 14 15 16 17

５.　週間スケジュール

６.　年間行事

７.　活動内容

８.　支援等の体制

／月

９.　地域との連携・交流の状況

10.　施設の設備状況

㎡ 階層 2 階建

㎡
3 室 1 室

11.アクセス
線 駅 徒歩 ⑧ 分
線 駅 徒歩 ⑧ 分
線 駅 徒歩 分

今里 鴫野

地下鉄○○駅1番出口を出て西に３００M。○○交差点
を北に５０M歩いたところにある○△ビルの４階です。

運動場 なし 入浴設備 シャワーのみ
併設施設 なし

ＪＲ 鴫野

建物延べ面積 154.84
作業室 休養室

エレベーター なし 階段手摺 あり
車椅子用トイレ あり 公衆電話 なし

ボランティアの状況 地域自立支援協議会

最寄り駅からの略図
建物構造 準耐火
敷地面積 100

医療体制 非常勤医師を配置 医療的対応 近隣の協力医療機関で対応 入浴サービス 提供していない

補足

地域との連携 作業受注による連携の他、訓練避難や消防訓練、駅前での募金活動による連携をしている。

その他活動 カラオケ・実習田・うなぎ祭り・避難訓練・健康診断・秋の遠足・消防訓練・お疲れさん会
家族
会

組織有り（任意で入会）

生活支援の内容
基本的な生活習慣の確立と集団による調和への促しを中心として、社会生活におけるルールを身につけ、自立した生活
感を持ち生活社会における相互協力のの関係が築けるよう、他の支援機関と連携をし支援・援助をしていきます。

就労支援の内容
全ての利用者が協力し合い、現状の作業能力を向上できるように、個人の長所を伸ばし、ひとつでも多くの自信へとつ
なげていくように支援・援助を行っています。

給食の提供 昼のみ提供 作業工賃 月１回の支払い 送迎 送迎を実施している 前年度平均工賃 ¥2,071

作業方法 軽作業が中心 作業内容
ネジの袋入れ・配線用留め金・絶縁ナット・蝶番・メモ帳・
箱の組み立て・シイタケ栽培・お茶箱組立て

作品・製
品の販売

企業からの加工賃と
シイタケ独自販売の
併用

レクリェーショ
ン活動の内容

社会参加や就労・生活に関連する様々な行事(下
記)を企画します。

クラブ活
動の有無

クラブ活
動頻度と
内容
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

曜日 月 火 水 木 金 土 日

活動
内容

作業活動 作業活動 作業活動 作業活動 作業活動 休業 休業
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